



























　日本語の詫びや感謝の定型表現の種類を分類した初期のものとして、佐久間 (1983) 、奥津・沼田 (1985) 、金田一 
(1987)、森山 (1999) などが挙げられる。金田一 (1987)、森山 (1999) では、詫びと感謝を相対する行為として捉え、い
ずれも人間関係を修復するための方略として位置づけている。
　続いて、1980 年代後半から 1990 年代前半にかけて Searle (1969) の発話行為理論をもとに英語と他の言語との対照
研究が行われるようになった。山梨 (1986) は、詫びと感謝は、問題の行為の主体が話し手か聞き手か、また、その行
為に対し話し手がどのような心的態度を抱き、それをどのように表出するかという点で対照的な行為であると指摘し
ている。 また、中田 (1989) は、自分の行為に対する陳謝と相手の行為に対する感謝とを明確に二分している英語に
比べ、日本語では相手が行った自分にとってのプラス行為を相手にとってのマイナス行為として捉えるという見解を
示している。Coulmas (1981:80) では、”indebtedness”（恩義）の有り無しにより詫び (apology) あるいは感謝 (thanks)















































Title                Film/TVdrama Senario writer year
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
Sana ʔuːla nasˁb F Samiːra Muħsin 2004
Maʕa sabq il-ʔisraːr TV ʔaiman Salaːma 2012
ʕala gussiti F Taːmir ʔibrahiːm 2012
1/8 dastit ʔaʃraːr F Waːʔil ʕabdallah 2006
ʔiħki ya ʃahrazaːd F Waħiːd Ħaːmid 2009
Bolbol ħairaːn F Niviːn ʔil-Zuhairi 2010
Firʔit Naːgi ʕatˁlla TV Yuːsuf Maʕaːtˁi 2012
ʔil-Dada Duddi F Naːdir Sˁalaːħiddiːn 2008






　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
maʕliʃʃ 41
soːri 33
ʔana m. ʔaːsif/f. ʔasfa4 24
ʁasbin ʕann-i 2





行為が軽微な場合や詫び以外の機能として使われることが多い。（Maʕa sabq il-ʔisraːr に登場するアハラムは、普
段 ”so:ri” で詫び、相手に重大な損失を与えた場合は、ʔana m. ʔaːsif/f. ʔasfa を使用して詫びている）
　“maʕliʃʃ” は、正則アラビア語（フスハ）では使われないが、エジプト方言（アンミーヤ）による日常会話では頻
繁に聞かれる表現である。“maʕliʃʃ” について、辞書には、① I never mind, don’t worry about it. ② sorry! excuse 




　Brown and Levinson(1987) は、Goffman(1967) のフェイス (face）という概念を取り入れ、人には次のような二つの
フェイスが存在するとしている。
a.  ポジティブ・フェイス (positive face)：縄張り、個人的領分、邪魔されない権利－つまり、行動の自由と負担から
の自由－に対する基本的要求
－ 92 －
b.  ネガティブ・フェイス (negative face)：相互行為者 (interactants) が求める肯定的な、一貫した自己イメージ、つ
まり「人格」（重要なのは、この自己イメージが評価され、好ましく思われたいという欲求を含んでいることであ
る）5
　そして、これらのフェイスを脅かす行為を FTA(Face-threatening acts) とし、FTA への配慮として、ポジティブ・
ポライトネス並びにネガティブ・ポライトネスを挙げている。相手に対する誘い、依頼や要求は、ネガティブ・フェ
イスを脅かすものになり、相手からの依頼や要求を断る行為はポジティブ・フェイスを脅かす行為と考えられる。ま
た Brown and Levinson(1987) では、FTA を緩和するネガティブ・ポライトネス（negative politeness）の方策の一
つとして ”Apology” が挙げられ、これまでの研究で、日本語の「すいません」や中国語の “ 不好意思 ”（＝すみませ
ん）などの表現が、依頼、断りの場面で使用されることが指摘されている (blum-Kulka 他 (1989)、柏崎 (1993)、生駒・
志村 (1989）等 )。
　謝罪表現を含む談話を意味公式（Beebe 他 (1990) 等）を参考にコーディングした。
　“maʕliʃʃ” が依頼や抗議など FTA の前置きとして使われることは、谷口・榮谷 (2011) と同様の結果であった。
表 3)
機能 数 言語表現 6
　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
詫び 71 maʕliʃʃ (22)  soːri (27)
	 	 ʔana m. ʔaːsif/f. ʔasfa (21)　ʁasbin ʕann-i (2)
	 	 ʔana m. mutaʔassif/f. mutaʔassifa (2) その他 (4)
断り（の前置き） 7 maʕliʃʃ (6)  soːri (1) 
要求・依頼（の前置き） 7 maʕliʃʃ (5) soːri (1) ʔana m. ʔaːsif (1)
抗議（の前置き） 2 maʕliʃʃ (2) 
不満（の前置き） 2 maʕliʃʃ (1) soːri (1)
質問（の前置き） 2 soːri (2) 
言い訳（の前置き） 2 pardon (1) ʔana m. mutaʔassif (1)     
否定（の前置き） 1 soːri (1)
感謝 4 maʕliʃʃ (3)  ʔana m. ʔaːsif (2)    
話題転換 2 maʕliʃʃ (2)





　　　        　　　　　　　　　　
詫び表現＋言い訳　　　　  　(22)　
詫び表現＋詫びる行為の言明   (1) 
詫び表現＋φ                        (1)
　谷口 (2001) では、日本語のテレビドラマや映画での発話データのうち、相手から非難、苦情、叱責、不満あるいは



















例 2) 　杏子「ごめんね　休みなのにつきあわせちゃって 7)」       
 ―ビューティフル・ライフ


















ħa biː ba:　maʕliʃʃ ana taʕabtɑk 　　　maʕaya men yoːm ma ʔabelteni wenta
－ 94 －
               marra　 twaṣalni 　　we 　　marra ansa 　maʕaːk 　el aflaːm fi elʕarabeyya. 
               heyya eẓ-ẓuruuf keda. ħaẓẓak 　　baʔa.
　（ハビーバ： 私に会った日以来、あなたを疲れさせて、ごめんね。一回、私を送ったり、一回、あなたの車に映画
の CD を忘れたり。状況はこうだ。あなたの運（バッドラック）だ。）
seːf:：da ana ħaẓẓi 　zai 　elful.
            enti ʕarfa eẓ-ẓuruuf lamma betetʔabel maʕa elħaẓ beyeʕmelu ħagaːt ketiːr
            agmal 　　　memma 　　natawaqaʕ.
　（ セイフ：僕の運は茉莉花のようだ。知ってる？状況は運と遭遇したら、私たちが期待していることよりきれいな
ことをするさ。）
ħa biː ba: maʕliʃʃ ana dawaʃtak maʕaya.
　（ハビーバ：あなたに迷惑かけてごめんね（煩いことして））
seːf: dawaʃtini  maʕaki? 　　　enti leː mkabbara 　elmawduːʕ 　keda! 
      enti ʕarfa 　en ana batmanna kol yoom tensi maʕaya 　ħaga wa eddeweʃ 





現を用いて、「あなたを疲れさせてごめんね」と詫びている（taʕabtɑ 疲れる→ 　 taʕabtɑ ＋ k（使役マーカー））。
　このように、アラビア語も日本語と同様に、相手の行為で自分が利益を得た場合について、受け手側の視点で感謝
するだけでなく、行為者側の視点になって詫びるという２種類のパターンが見られる。後者のストラテジーは、中
国語や英語ではそれほど頻繁には行われないようである。中国語では、”rang ni jiu deng “（待たせてごめんなさい）
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4　 m. は男性形、f. は女性形を示す。
5　 Brown and Levinson (1987{1978}) の邦訳『ポライトネス　言語使用における、ある普遍現象』田中典子監訳、研究社、2011:79）による。
6　 一つの機能に複数の表現が使用されていることから、合計数は総数と異なる。
7　 英語でもよほど相手に負担をかけたり、強い負い目を感じた場合は、”I’m sorry to cause you trouble.”、“I’m sorry I took up 
some of your time.”のように表現することもある。
－ 97 －
Pragmatic Function of Expressions and Strategies of 
Apology in Arabic (Egyptian Dialect)
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This paper is a research conducted by collecting utterance data of TV-drama and films and analyzing the 
functions of expressions of apology and strategies of apology in Arabic language (Egyptian dialect) comparing with 
Japanese and other languages.
 The research paper compares the findings in Arabic with those in Japanese and other languages.
In this research , there are two main findings. First, on occasions of appreciation, the speaker uses expressions 
of apology in addition to causative phrases. Second, in structuring strategies of apology in Arabic, the number of 
elements (semantic formula) is bigger than those in Japanese structures.
－ 98 －
